
 

 

 

 

 

 

 スイカはカリウムの吸収量が多く、施肥によるカリウムの供給が重要である。また、ケイ素には

植物体の受光体勢の改善、過剰な蒸散の抑制による光合成能率の向上、病害抵抗性の向上等の効果

があると報告されている。そこで、スイカに対するケイ酸カリ肥料の施用効果を明らかにした。 

 

 

 

①  スイカの基肥施用時（秋施肥）に、ケイ酸カリ肥料を現物で 40 ㎏～60 ㎏/10a 追加して施用

すると、施肥位置がマルチ内（定植ベッド内）のみか全面施用かにかかわらず、根が太く、生

育が旺盛で果実重が重くなる。果実糖度は同等以上である（表１）。 

②  ケイ酸カリ肥料を施用したスイカでは、下位葉の萎れや裏返りが少なく、葉の温度も低い（図

１、図２）。 
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